
● どんな体験ができるの?

放射線って何だろう? 目に見えないので、どんなものかよくわからない?? 今回は、

身近な材料を使って、放射線がとおった跡
あと

を観察
かんさつ

します。
● 準備するもの

シャーレ（ペトリ皿）、スポンジ、黒紙、ドライアイス（シャ

ーレと同じくらいの大きさ）、紙
かみ

皿
さら

３枚、エタノール約３cc

（純度
じゅんど

の高いもの）、ライト、モナズ石（天然
てんねん

の鉱物
こうぶつ

）

● 体験の手順

①シャーレのふたを開け、底に黒紙をしき、スポンジを

シャーレのふちに巻
ま

くようにおきます。

②スポンジ全体にエタノールをしみこませます。

③シャー レの底の中心にモナズ石を置き、ふたをしま

す。

④ドライアイスを紙皿にのせ、その上にシ ャ ー レをのせま

す。

⑤スポ ン ジ の すき ま か ら 、 ライ トでモナ ズ石を照らしま

す。

⑥シャーレを上からのぞき、モナズ石から出てくる白い

線を観察します（長さ、太さ、間隔
かんかく

、方向
ほうこう

など）。

● かいせつ

エタノールの蒸気
じょうき

がドライアイスで冷やされると、それ以上

空気の中に溶
と

けることができなくなり、エタ ノー ルどうしが

集まりやすい状態になります。その中に放射線がとおると、

通ったところにエタ ノー ルの蒸気が集まり、小さな液体
えきたい

の粒
つぶ

となり、それがいくつもつながって、白い線のように見えます。

放射線のとおったあとを良く見ると、２種類
しゅるい

の線が観察できます。短く太い線がα

線（アルファ線）、細く長い線がβ線（ベータ線）という放射線です。これは、α線は

β線に比べ重いので短い長さしか飛べないためです。また、放射線のでかたは不規則
ふ き そ く

で

すが、長い時間
じ か ん

見ていると、あらゆる方向
ほうこう

に出ることがわかります。

● 気をつけよう

・ドライアイスは素手
す で

で触
さわ

るとやけどするので、触らないようにしましょう。

・モナズ石は天然の石なので、燃
も

えないごみとして捨
す

てられます。

● くわしくしらべてみよう

・「小学生のための放射線副読本」、「中学生・高校生のための放射線副読本」（文部科学省）

静岡エネルギー・環境懇談会 会長（静岡大学名誉教授）奥野 健二

８．身近
み ぢ か

な放射
ほ う し ゃ

線
せ ん

を見てみよう

実験 で使 う材 料 （ド ライ アイ ス除 く ）

紙 皿 （ ３ 枚 重 ね ）

エ タ ノ ー ル を し み こ ま せ る

ラ イ ト

(ペ ト リ 皿 )

白い線ができるようす


